文系の論文作成ステップ(文化人類学などフィールドワークを前提として)
１．目的と目標の明確化

　大きな目的を明確にする。関係者の価値観を明確にし、どうなれば良いのかを明確にする。論文の良さも、査読者による相対的な面がある。調査過程を重視する場合、独創性のある提案を重視する場合、論旨の展開を重視する場合、数値的な処理を重視する場合、定性的でも論理を重視する場合など多様な評価基準がある。
　次に具体的な目標を考える。目標は達成を確認することが出来るようにする。

２．既存研究の調査

　現在どのような研究がされているのかを調べる。これは、先人の成果との重なりを防ぐとともに、自らの知識レベルを向上させ、つまらない論文を書かないためにも重要である。特に初心の時は、方法論を良く学び、良い論文とは何かを知ることも重要である。
　この段階で、主要な概念やモデルの構造を理解する。一度全体のマンガを描くことは、これからの調査を進め易くする。ただし、地図は現地ではないので、このマンガにこだわることはよくない。
　なお、この段階では、きちんとしたノートに調査内容をまとめるとともに、自分の思い付きを、メモして残しておくことも重要である。特に、自分のアイデアは、先行論文と比べて、完成度は低い。しかし最初の発想の芽を認めない限り、次の成長はない。ただこの段階で、育てずに人に触れ回るのも、評価を落とすことになる。自らのアイデアを大切に育てることが、大成するコツである。

３．現地調査

　実際に現場を自分で見る。関係者の声を聴く。このような経験で、現実をしっかり踏まえて、論文とすることができる。とりあえず、事実を集めることが重要である。但し、その時に付随する意見を、きちんとし分けて記録することが重要である。特に自分の思いつき、疑問に思ったことも残しておく。
　このときは、ポストイットのメモ用紙が役に立つ。1件1葉で、見聞した事実・聞き取りの中の事実・聞き取りの意見・自分の意見・疑問事項等を分離しながら、記録していく。

４．調査の整理

　調査が一段落してメモが数十枚たまったら、整理を行う。ここでポストイットの特性を、十分に活用する。まず、大きな用紙を用意して、メモを配置していく。最初は、事実について、関連しそうなものをまとめていくことから始める。事実が語ることは、力を持っているので、できるだけ事実にかたらせるようにする。
　次に意見を事実に付加していく。意見に関しては、前提となる仮定や、反論を適宜補いながら、客観的に評価することが重要である。このような作業を行ってく途中で、思いついたものは適宜メモして追加していく。特に大切なことは、「人間の行動には、他人がどう思うか知れないが、当人にとっては、合理的な理由がある。」と言う信念で、合理的な説明を探す努力をすることである。探そうとしないものには、合理的な説明等見つからない。また、合理的な説明理由は、現在の我々の知識では、間違った仮定に基づいているかもしれないし、現在の状況変化には、合わなくなっている場合もある。このため柔軟に、相手の立場で、考えることは重要である。但し、根本的には、相手も合理的に考えるという大前提で、理由を探すことが成功要因である。

　一般に、『なぜ』そのような行動をとったのかを繰返し追及することで、真の原因が見えてくることが多い。

５．自分の理論の構築

　ここまで、調査したことを、自分が学んだ理論の概念を使って記述し、より一般的に説明する。このように問題を一般化して考えることで、解決案が見出せたり、参考になる前例を見出すことも多い。また理論の力で、予測できることも多い。さらに新しい構図を見出したり、自分のオリジナルの理論を、導き出せれば、それで一つの論文となる。このような説明には、より一般的な原理を使うことが効果的である。例えば、「人間はコミュニケーションにおいて協力的に振舞う傾向がある」、「人間の行動は合理的である」などがある。
　特に状況を極端化して、思考実験を行うことで知見を得ることがあるし、自分の仮説を吟味することもできる。例えば、関係者が非常に多くなったらどうなるか、一人だけの村になったらどうなるか、このような思考実験は色々な情報を与えてくれる。

６．現状改善の提案

　現状の問題点に対して、解決策を提案するのも重要な成果である。このためには、
「どのような評価尺度で、何がどう良くなるのか」

を明確にする必要がある。特に、現状で出来ることを中心として提案するのではなく、関係者の立場で、“良くなった”と言えることを提案しないといけない。最初に目的と目標がしっかり出来ていれば、自分で出来ることの羅列は、避けられる。
７．客観的な吟味

　論文と作文の違いは、客観的な吟味を行うことである。そのためには、反対意見を明確にし、自分の提案のメリットデメリットや、適用限界を明確にしないといけない。
